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要  旨 

 

 

国土交通省では，建設生産プロセスの生産性向上に向けて，2016年からi-Constructionを推進し

ており，i-Constructionの取り組みの一環として，BIM/CIM(Building/Construction Information 

Modeling/Management)の導入が進められている．BIM/CIMとは，3次元形状モデルと属性情報を持つ3

次元モデルを，測量・調査，設計，施工，検査，維持管理・更新の各段階において活用するものであ

り，公共事業全体での情報共有の効率化・高度化を図るものである． 

本研究は，港湾分野におけるBIM/CIMの導入を促進するため，事例分析とジェネリックオブジェク

トの作成を実施した． 

事例分析については，平成30年度から令和3年度までに実施されたBIM/CIM試行業務/工事を対象に，

アンケート調査及び関連資料の収集を行い，BIM/CIMの導入効果や今後の課題を整理・分析した．さ

らに，BIM/CIMの知見を共有するため，収集したBIM/CIM試行業務/工事の概要，導入効果，課題等を

取りまとめて，事例集を作成した． 

メーカー固有の形状によらない，汎用的な3次元モデルであるジェネリックオブジェクトについて

は，3次元モデル作成に要する負担軽減のため，港湾工事で用いられる代表的な部材についてジェネ

リックオブジェクト(標準部品)を作成し，ライブラリーとして公開した．さらに，ジェネリックオブ

ジェクトに関して関係団体へアンケート調査を行い，より利便性を向上させるため，ジェネリックオ

ブジェクト(パラメトリックモデル)の作成手法を提案・試行した． 
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Synopsis 
 

 

The Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism has been promoting i-Construction since 

2016 to improve productivity in the construction production process. BIM/CIM (Building/Construction 

Information Modeling/Management) is being introduced as part of i-Construction. BIM/CIM utilizes 3D 
models at each stage of surveying and investigation, design, construction, inspection, maintenance, and 

renewal, and aims to increase the efficiency and sophistication of information sharing throughout projects. 

This study was conducted to analyze case studies and create generic objects in order to promote the 
adoption of BIM/CIM in ports. 

For the case study analysis, a questionnaire survey and collection of related data were conducted on 

BIM/CIM trial operations/construction projects implemented from FY 2018 to FY 2021 and the effects of 
the introduction of BIM/CIM and issues were analyzed. In addition, in order to share the knowledge of 

BIM/CIM, a collection of case studies of BIM/CIM trial operations/construction projects were compiled, 

including their outlines, implementation effects, issues, and so on. 
Generic objects, which are 3D models that do not depend on manufacturer-specific shapes, were created 

for typical components used in port construction to reduce the burden of creating 3D models and were made 

available as a library. Moreover, a questionnaire survey of related organizations was conducted regarding 
generic objects, and a method was proposed for creating parametric models in order to improve their 

usability. 
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1. はじめに 

1.1 研究の背景と目的 

我が国では人口減少時代を迎え，働き手が減少する中，

これを上回る生産性の向上等により潜在的な成長力を高

めることで，持続的な経済成長の実現が期待される．こ

うした観点から，国土交通省では2016年を「生産性革命

元年」と位置づけ，調査・測量から設計，施工，検査，

維持管理・更新までのあらゆる建設生産プロセスにおい

て抜本的に生産性を向上させるi-Constructionを推進し

ている1)． 

i-Constructionのトップランナー施策として，「ICT

の全面的な活用(ICT土工)」，「全体最適の導入(コンク

リート工の規格の標準化等)」，「施工時期の平準化」を

推進している1)．そして，その施策の一つである「ICTの

全面的な活用」において，生産性革命のエンジンとして

BIM/CIM(Building/Construction Information Modeling，

Management)が導入されている2)． 

BIM/CIMとは，測量・調査，設計段階から3次元モデル

を導入し，その後の施工，検査，維持管理・更新の各段

階においても3次元モデルを連携・発展させて事業全体に

わたる関係者間の情報共有を容易にし，一連の建設生

産・管理システムの効率化・高度化を図るものである3)．

BIM/CIMの概要を図-1.1に示す．受発注者間の施工イメー

ジの共有，対外説明，干渉チェックや既設構造物との取

り合いの確認，現場作業の手戻り防止のほか，BIM/CIM

モデルのVR化により，遠隔地からの施工検討といった活

用方法が見込まれている4)． 

港湾分野においては，道路・河川等のその他の公共事

業分野と同様に，令和5年度までに小規模を除く全ての公

共工事におけるBIM/CIM原則適用を目標に掲げ，段階的に

適用を拡大，あわせて，インフラ管理の効率化のために

必要な情報の蓄積や手法の検討を進めてきた5)．一方で，

以下の点が課題として挙げられている6)． 

 急速に導入を促進してきたため，平成30年度時点で参

考にできる情報が少なく，確立されていない部分も多

いこと． 

 3次元モデル作成に不慣れなケースが多く，多くの時間

と人工を要すること． 

 現場技術者へのBIM/CIM技術の教育，若手の育成が不可

欠であること． 

このような課題を解決し，港湾分野におけるBIM/CIM

の導入をいっそう促進するため，本研究は次の2項目を目

標とする． 

 

(1)BIM/CIMの事例分析及び事例集作成 

港湾分野におけるBIM/CIMの導入状況を把握するため，

平成30年度から令和3年度に実施されたBIM/CIM試行業務

/工事を対象に，特記仕様書やBIM/CIM実施計画書及び報

告書等の資料収集を行う． 

 

図-1.1 BIM/CIM の概要 3) 
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また，BIM/CIMの導入効果や今後の検討課題を把握する

ため，BIM/CIM試行業務/工事の受注者へアンケート調査

を実施する．さらに，港湾分野におけるBIM/CIMの知見を

共有するため，資料収集したBIM/CIM試行業務/工事の概

要，導入効果，課題等を取りまとめて事例集を作成する． 

 

(2)BIM/CIMジェネリックオブジェクトの作成 

3次元モデルの作成に要する負担を軽減するため，港湾

工事で用いられる代表的な部材・付属品の3次元モデルを

作成し，誰でも利用可能なライブラリーとして整備・公

開する．作成する3次元モデルは，メーカー固有の形状に

よらない汎用的な形状を持つ3次元モデルであり，「ジェ

ネリックオブジェクト」と呼ばれる．また，港湾施設の

設計業務を行っている企業団体に対しアンケート調査を

実施し，設計実務で使いやすいジェネリックオブジェク

トの作成を目標とする． 

 

1.2 本資料の構成 

本資料の構成を図-1.2に示す．第1章では，本研究の背

景・目的について説明する．第2章では，BIM/CIMに関す

る資料収集，BIM/CIM活用アンケート調査の実施内容及び

アンケート結果の分析，そして，BIM/CIM事例集の作成に

ついて説明する．第3章では，ジェネリックオブジェクト

の作成方法と，ジェネリックオブジェクトに関する設計

実務者へのアンケート調査について説明する． 

また付録A-1及び付録A-2にBIM/CIM活用アンケートの

調査票，付録BにBIM/CIM事例集ver.2港湾編(案)，付録C

にIFCファイルの例として車止めをそれぞれ示す． 

 

 

図-1.2 本資料の構成 

2. BIM/CIMの事例分析及び事例集作成 

2.1 BIM/CIMに関する資料の収集 

ICT技術の全面的活用を図るため，港湾分野では令和5

年度BIM/CIM原則適用を目標に，平成30年度よりBIM/CIM

試行業務を，令和元年度よりBIM/CIM試行工事をそれぞれ

開始している．これはBIM/CIMの導入により，施工計画の

可視化，設計品質の向上，各種協議における合意形成時

間の短縮と判断の迅速化を目的にBIM/CIMモデルを作成

する業務，及び作成したBIM/CIMモデルを活用する工事で

ある7)． 

BIM/CIMを活用した業務/工事においては，基本的なフ

ローは変わらないが，従来2次元図面で実施していた項目

(設計照査や業務打合せ，関係者協議等)が3次元モデルを

活用したフローに置き換わることになる．業務/工事の着

手時には3次元モデル成果物の作成，納品等に関する受発

注者の事前協議を実施し，それに基づきBIM/CIM実施計画

書を作成する．また，業務/工事の完了時にはBIM/CIM実

施計画書に記載した活用項目の履行結果をBIM/CIM実施

報告書に記載し，所定のフォルダ構成にて納品を行う8)．

土木設計業務等の電子成果物のフォルダ構成を図-2.1に，

工事完成図書の電子成果品のフォルダ構成を図-2.2に，

BIM/CIMモデル等の成果品フォルダ構成を図-2.3にそれ

ぞれ示す． 

 

 

図-2.1 土木設計業務等の電子成果品のフォルダ構成3) 
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図-2.2 工事完成図書の電子成果品のフォルダ構成3) 

 

 

図-2.3 BIM/CIMモデル等の成果品フォルダ構成3) 

 

本研究では，平成30年度から令和3年度に実施した

BIM/CIM試行業務/工事を対象に，BIM/CIMモデルのほか，

特記仕様書やBIM/CIM実施計画書及び報告書等の資料を

収集した．加えて，該当のBIM/CIM試行事業/工事の受注

者に対し，各地方整備局，北海道開発局，及び沖縄総合

事務局を経由してBIM/CIM活用アンケート調査を実施し，

情報収集を行った． 

BIM/CIMモデル，業務/工事の特記仕様書，BIM/CIM実施

計画書及び報告書を収集した件数の内訳は表-2.1のとお

りである．なおBIM/CIM試行業務については，一部重複が

あるため合計数が収集件数と一致しない．また，予備・

基本設計及び詳細・細部設計の「その他」に分類してい

るものについては，予備・基本設計では臨港道路，航路

泊地，荷さばき地の地盤改良が各1件，詳細・細部設計で

は臨港道路4件，水門2件となっている． 

表-2.1 資料収集したBIM/CIM試行業務/工事の件数内訳

計 H30 R01 R02 R03
87 9 10 17 51

矢板式岸壁 14 1 0 5 8
桟橋式岸壁 6 1 1 1 3
重力式岸壁 11 0 1 1 9
重力式防波堤 10 0 0 1 9
その他 3 1 0 1 1
矢板式岸壁 9 2 2 3 2
桟橋式岸壁 8 1 4 1 2
重力式岸壁 10 0 2 0 8
重力式防波堤 4 0 0 0 4
その他 6 3 0 2 1
土質調査 3 0 0 1 2
調査・測量 4 0 0 2 2
計画検討 4 0 0 1 3
維持管理 1 0 0 0 1

計 H30 R01 R02 R03
40 0 1 11 28
28 0 1 7 20
11 0 0 4 7
1 0 0 0 1

そ
の
他

予
備
・
基
本
設
計

詳
細
・
細
部
設
計

BIM/CIM試行業務

本体工・上部工
基礎工・地盤改良工
消波工

BIM/CIM試行工事

 

 

2.2 BIM/CIM活用アンケート調査の実施 

各地方整備局，北海道開発局，及び沖縄総合事務局を

経由して，BIM/CIM試行事業/工事の受注者へ，BIM/CIM

活用アンケート調査を実施した．アンケート調査で使用

した，BIM/CIM活用業務に関するアンケート調査票を付録

A-1に，BIM/CIM活用工事に関するアンケート調査票を付

録A-2にそれぞれ示す．BIM/CIM活用アンケート調査は，

国土交通省港湾局が前年度末日までに完了したBIM/CIM

試行業務/工事を対象に実施している．調査項目は以下の

とおりである． 

 対象事業の名称や内容(設計や工事等の分類)と作成し

たBIM/CIMモデル(地形モデル，構造物モデル等) 

 BIM/CIM導入の内容，効果，課題(複数回答可，コメン

ト自由記入) 

 従来方式と作業効率(作業時間，人工数，費用)の比較 
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BIM/CIM試行業務/工事それぞれについて，年度別の

BIM/CIM活用アンケート調査の回答数を表-2.2に示す．年

が進むに連れ回答数が急激に増加しており，BIM/CIMの適

用が加速度的に進んでいる様子が伺える．またBIM/CIM

試行業務/工事それぞれについて，調査項目毎に，各選択

肢の回答数，及びBIM/CIMアンケート調査の回答数に対す

る，各選択肢の割合を表-2.3及び表-2.4に示す． 

 

表-2.2 BIM/CIMアンケート調査の回答数 

計 H30 R01 R02 R03
BIM/CIM試行業務 87 9 10 17 51
BIM/CIM試行工事 40 0 1 11 28  

 

表-2.3 BIM/CIM試行業務のアンケート回答数に対する各

選択肢の割合 

総数 %
① 契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築 46 52.9%
② 属性情報の付与 67 77.0%
③ BIM/CIMモデルによる数量、業務費、工期の算出 26 29.9%
④ BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施 45 51.7%
⑤ 施工段階でのBIM/CIMモデルの効果的な活用 35 40.2%
⑥ その他 14 16.1%

総数 %
① 測量・計測作業への利用 3 3.4%
② 設計条件の把握 13 14.9%
③ 設計計画の立案 2 2.3%
④ 鉄筋の干渉チェック 14 16.1%
⑤ 周辺構造物等との取り合いの検討 46 52.9%
⑥ 数量算出 19 21.8%
⑦ 設計照査 16 18.4%
⑧ 施工方法・施工手順の検討 33 37.9%
⑨ 受発注者間の打合せ・協議 24 27.6%
⑩ 関係機関(発注者除く)との調整 8 9.2%
⑪ 近隣住民への説明 1 1.1%
⑫ 社内(協力会社含む)での打合せ協議 22 25.3%
⑬ BIM/CIMモデル作成・活用の経験・人材育成 52 59.8%
⑭ 事務処理の軽減(提出書類等) 0 0.0%
⑮ その他 9 10.3%

総数 %
① BIM/CIMに関する知識・技術 49 56.3%
② 担当技術者 32 36.8%
③ 人材育成・教育 59 67.8%
④ 導入コスト(ソフト・ハード) 36 41.4%
⑤ 会社方針・制度 7 8.0%
⑥ その他 18 20.7%

BIM/CIM導入・活用の内容【業務】

BIM/CIM導入・活用の効果【業務】

BIM/CIM導入・活用の課題【業務】

 

表-2.4 BIM/CIM試行工事のアンケート回答数に対する各

選択肢の割合 

総数 %
① 契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築 9 22.5%
② 属性情報の付与 36 90.0%
③ BIM/CIMモデルによる数量、工事費、工期の算出 2 5.0%
④ BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施 21 52.5%
⑤ 施工段階でのBIM/CIMモデルの効果的な活用 33 82.5%
⑥ その他 5 12.5%

総数 %
① 測量・計測作業への利用 1 2.5%
② 施工条件の把握 10 25.0%
③ 施工計画の立案 11 27.5%
④ 鉄筋の干渉チェック 10 25.0%
⑤ 周辺構造物等との取り合いの検討 11 27.5%
⑥ 数量算出 3 7.5%
⑦ 設計照査 13 32.5%
⑧ 施工方法・施工手順の検討 30 75.0%
⑨ 安全管理 27 67.5%
⑩ 工程管理 6 15.0%
⑪ 出来形管理 10 25.0%
⑫ 監督・検査への利用 4 10.0%
⑬ 受発注者間の打合せ・協議 8 20.0%
⑭ 関係機関(発注者除く)との調整 6 15.0%
⑮ 近隣住民への説明 5 12.5%
⑯ 社内(協力会社含む)での打合せ協議 16 40.0%
⑰ BIM/CIMモデル作成・活用の経験・人材育成 8 20.0%
⑱ 事務処理の軽減(提出書類等) 0 0.0%
⑲ その他 1 2.5%

総数 %
① BIM/CIMに関する知識・技術 22 55.0%
② 担当技術者 22 55.0%
③ 人材育成・教育 28 70.0%
④ 導入コスト(ソフト・ハード) 23 57.5%
⑤ 会社方針・制度 6 15.0%
⑥ その他 13 32.5%

BIM/CIM導入・活用の課題【工事】

BIM/CIM導入・活用の内容【工事】

BIM/CIM導入・活用の効果【工事】
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2.3 BIM/CIM活用アンケート調査の結果分析 

BIM/CIM活用アンケート調査の結果について，BIM/CIM

導入の内容，効果及び課題の分析を行う．各項目につい

て自由記入のコメント欄を設けているが，コメント記載

のある案件もあればコメント記載のない案件もあり，一

律に扱うことが困難であることから，本研究では各選択

肢の回答数についてのみ集計，分析を行った． 

表-2.3及び表-2.4で示した結果について，BIM/CIM導入

の目的においては，BIM/CIM試行業務/工事ともに「②属

性情報の付与」が最多であったが，これはBIM/CIMモデル

作成における基本的な項目であることを考慮すると，

BIM/CIM試行業務では「④BIM/CIMモデルによる効率的な

照査の実施」，BIM/CIM試行工事では「⑤施工段階での

BIM/CIMモデルの効率的な活用」が多い点がそれぞれの特

徴と言える． 

BIM/CIM導入の効果については，BIM/CIM試行業務では

「⑤周辺構造物等との取り合いの検討」，「⑬BIM/CIM

モデル作成・活用の経験，人材育成」，BIM/CIM試行工事

では「⑧施工方法，施工手順の検討」，「⑨安全管理」

がそれぞれ50%を超えていた． 3次元化，可視化による効

果が反映されたものと考えられ，またBIM/CIM試行業務で

は人材育成への活用も見られた．従来から期待されてい

た効果9)が挙げられていたものとして評価できる． 

一方BIM/CIM導入の課題では，BIM/CIM試行業務では「①

BIM/CIMに関する知識・技術」，「③人材育成」，BIM/CIM

試行工事では「①BIM/CIMに関する知識・技術」，「②担

当技術者」，「③人材育成」，「④導入コスト(ソフト・

ハード)」がそれぞれ50%を超えていた．従来から課題と

して挙げられていた項目6)が，令和5年度末時点でも課題

となっていることが確認できた． 

また本アンケート調査においては，選択肢の内容に一

部重複があり，例えば設計業務における「⑤周辺構造物

等との取り合いの検討」と「⑧施工方法・施工手順の検

討」は本質的に同義であると言える．このため表-2.3及

 

 

図-2.4 BIM/CIM 活用アンケートの集計方法 
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び表-2.4に示す結果のみではBIM/CIM導入の効果や課題

を正確に把握することは難しいと考えられる．一方で本

アンケート調査では複数回答可として調査を行っている 

(付録A-1及び付録A-2参照)．そこでBIM/CIM導入の効果や

課題を把握するための選考材料として，選択肢毎に，他

にどの選択肢を回答しているか，回答の重複傾向の確認

を行った． 

BIM/CIM導入の内容，効果，課題の集計方法の例として，

試行業務のBIM/CIM導入内容の集計を図-2.4に示す．試行

業務のBIM/CIM導入内容に関する選択肢①～⑥それぞれ

について，以下の流れに沿って整理している． 

1)例えば「①契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築」

に回答した案件のうち，「②属性情報の付与」と回答

のあった案件は39件，「③BIM/CIMモデルによる数量，

事業費，工期の算出」と回答のあった案件は17件とい

ったように，横方向(行方向)に表に記載していく．各

選択肢の総数は表の左上-右下の対角線上に記載され

ることになる．「①契約図書化に向けたBIM/CIMモデル

の構築」に回答した案件の総数は46件である． 

2)次に，「①契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築」

の行について，総数46件を100%とし，②～⑥の回答数

をパーセントで記載していく．同様に「②属性情報の

付与」の行では，総数67を100%とし，①，③～⑥の回

答数をパーセントで記載，といったように，各行の総

数に対するその他の選択肢の回答数を，パーセントで

記載していく．なお，左上-右下の対角線上に記載され

る各行の総数については灰色で記載する． 

3)最後にパーセントの大小を赤の濃淡で表現する．また

縦方向(列方向)について，灰色のマスを除いて各列で

パーセントの平均を求めて記載する． この作業ののち

縦方向(列方向)を確認すると，特に②の列については

どの行も比較的濃い赤で表現されており，平均(%)も最

も高い．全体を通して，②以外の選択肢を選んだ場合

でも，同時に②と回答した案件が多かったことが確認

できる． 

BIM/CIM試行業務のアンケート集計結果を図-2.5に，

BIM/CIM試行工事のアンケート集計結果を図-2.6にそれ

ぞれ示す．本研究では，図-2.5及び図-2.6に示すBIM/CIM

試行業務/工事のアンケート集計結果，また表-2.3及び表

-2.4に示すBIM/CIM試行業務/工事のアンケート回答数に

対する各選択肢の割合について，どちらかで50%を超えた

選択肢を「回答の多かった選択肢」として抽出した． 

試行業務のBIM/CIM導入内容では「①契約図書化に向け

たBIM/CIMモデルの構築」，「②属性情報の付与」，「④

BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施」，効果は「⑤

周辺構造物等との取り合いの検討」，「⑬BIM/CIMモデル

作成・活用の経験・人材育成」，課題は「①BIM/CIMに関

する知識・技術」，「③人材育成・教育」，「④導入コ

スト(ソフト・ハード)」が全体を通して多かったことが

確認できた． 

また，試行工事のBIM/CIM導入内容では「②属性情報の

付与」，「④BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施」，

「⑤施工段階でのBIM/CIMモデルの効率的な活用」，効果

は「⑧施工方法・施工手順の検討」，「⑨安全管理」，

「⑯社内(協力会社含む)での打合せ協議」，課題は「①

BIM/CIMに関する知識・技術」，「②担当技術者」，「③

人材育成・教育」，「④導入コスト(ソフト・ハード)」

が，全体を通して多かったことが確認できた． 

BIM/CIM活用アンケート全体を通して，効果としては業

務/工事で共通する項目は見られないが，3次元化，可視

化による効率の改善など，従来から期待されていた項目

9)が挙げられていた． 

また業務/工事を通した課題として，「BIM/CIMに関す

る知識・技術」や「人材育成・教育」が多く挙げられて

いたことが確認できた．自由記入欄には「専門用語，知

識が必要」，「教材や参考事例が少ない」，「技術者不

足」，「土木技術者に対するBIM/CIM教育，また，BIM/CIM

オペレーターの土木的知識の向上が必要」といったコメ

ントが確認できた．BIM/CIMに関する知識や教材，参考事

例の不足が現状の課題であると評価でき，BIM/CIM導入の

促進にあたっては，これら課題の解決が急務と考えられ

る． 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① 契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築 46 39 17 25 16 6
② 属性情報の付与 39 67 24 35 29 10
③ BIM/CIMモデルによる数量、業務費、工期の算出 17 24 26 19 17 5
④ BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施 25 35 19 45 19 3
⑤ 施工段階でのBIM/CIMモデルの効果的な活用 16 29 17 19 35 6
⑥ その他 6 10 5 3 6 14

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
① 測量・計測作業への利用 3 1 1 0 1 3 1 2 2 1 0 1 1 0 0
② 設計条件の把握 1 13 1 2 8 4 5 6 5 2 0 7 10 0 0
③ 設計計画の立案 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 0 1 2 0 0
④ 鉄筋の干渉チェック 0 2 1 14 4 4 2 5 4 1 0 4 9 0 0
⑤ 周辺構造物等との取り合いの検討 1 8 1 4 46 7 8 25 12 6 1 9 26 0 2
⑥ 数量算出 3 4 1 4 7 19 5 8 5 2 0 6 10 0 0
⑦ 設計照査 1 5 1 2 8 5 16 7 6 2 0 8 9 0 1
⑧ 施工方法・施工手順の検討 2 6 1 5 25 8 7 33 13 4 1 9 21 0 2
⑨ 受発注者間の打合せ・協議 2 5 1 4 12 5 6 13 24 5 0 15 19 0 0
⑩ 関係機関(発注者除く)との調整 1 2 1 1 6 2 2 4 5 8 0 4 5 0 0
⑪ 近隣住民への説明 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0
⑫ 社内(協力会社含む)での打合せ協議 1 7 1 4 9 6 8 9 15 4 0 22 21 0 0
⑬ BIM/CIMモデル作成・活用の経験・人材育成 1 10 2 9 26 10 9 21 19 5 0 21 52 0 5
⑭ 事務処理の軽減(提出書類等) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑮ その他 0 0 0 0 2 0 1 2 0 0 0 0 5 0 9

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① BIM/CIMに関する知識・技術 49 26 39 19 7 7
② 担当技術者 26 32 26 15 3 2
③ 人材育成・教育 39 26 59 27 7 10
④ 導入コスト(ソフト・ハード) 19 15 27 36 7 10
⑤ 会社方針・制度 7 3 7 7 7 0
⑥ その他 7 2 10 10 0 18

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① 契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築 100.0% 84.8% 37.0% 54.3% 34.8% 13.0%
② 属性情報の付与 58.2% 100.0% 35.8% 52.2% 43.3% 14.9%
③ BIM/CIMモデルによる数量、業務費、工期の算出 65.4% 92.3% 100.0% 73.1% 65.4% 19.2%
④ BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施 55.6% 77.8% 42.2% 100.0% 42.2% 6.7%
⑤ 施工段階でのBIM/CIMモデルの効果的な活用 45.7% 82.9% 48.6% 54.3% 100.0% 17.1%
⑥ その他 42.9% 71.4% 35.7% 21.4% 42.9% 100.0%

平均(%) 53.5% 81.8% 39.9% 51.1% 45.7% 14.2%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
① 測量・計測作業への利用 100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 100.0% 33.3% 66.7% 66.7% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0%
② 設計条件の把握 7.7% 100.0% 7.7% 15.4% 61.5% 30.8% 38.5% 46.2% 38.5% 15.4% 0.0% 53.8% 76.9% 0.0% 0.0%
③ 設計計画の立案 50.0% 50.0% 100.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0%
④ 鉄筋の干渉チェック 0.0% 14.3% 7.1% 100.0% 28.6% 28.6% 14.3% 35.7% 28.6% 7.1% 0.0% 28.6% 64.3% 0.0% 0.0%
⑤ 周辺構造物等との取り合いの検討 2.2% 17.4% 2.2% 8.7% 100.0% 15.2% 17.4% 54.3% 26.1% 13.0% 2.2% 19.6% 56.5% 0.0% 4.3%
⑥ 数量算出 15.8% 21.1% 5.3% 21.1% 36.8% 100.0% 26.3% 42.1% 26.3% 10.5% 0.0% 31.6% 52.6% 0.0% 0.0%
⑦ 設計照査 6.3% 31.3% 6.3% 12.5% 50.0% 31.3% 100.0% 43.8% 37.5% 12.5% 0.0% 50.0% 56.3% 0.0% 6.3%
⑧ 施工方法・施工手順の検討 6.1% 18.2% 3.0% 15.2% 75.8% 24.2% 21.2% 100.0% 39.4% 12.1% 3.0% 27.3% 63.6% 0.0% 6.1%
⑨ 受発注者間の打合せ・協議 8.3% 20.8% 4.2% 16.7% 50.0% 20.8% 25.0% 54.2% 100.0% 20.8% 0.0% 62.5% 79.2% 0.0% 0.0%
⑩ 関係機関(発注者除く)との調整 12.5% 25.0% 12.5% 12.5% 75.0% 25.0% 25.0% 50.0% 62.5% 100.0% 0.0% 50.0% 62.5% 0.0% 0.0%
⑪ 近隣住民への説明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
⑫ 社内(協力会社含む)での打合せ協議 4.5% 31.8% 4.5% 18.2% 40.9% 27.3% 36.4% 40.9% 68.2% 18.2% 0.0% 100.0% 95.5% 0.0% 0.0%
⑬ BIM/CIMモデル作成・活用の経験・人材育成 1.9% 19.2% 3.8% 17.3% 50.0% 19.2% 17.3% 40.4% 36.5% 9.6% 0.0% 40.4% 100.0% 0.0% 9.6%
⑭ 事務処理の軽減(提出書類等) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
⑮ その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 55.6% 0.0% 100.0%

平均(%) 8.2% 20.2% 6.4% 13.4% 48.2% 26.6% 22.6% 46.2% 34.3% 14.5% 0.4% 31.9% 56.9% 0.0% 1.9%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① BIM/CIMに関する知識・技術 100.0% 53.1% 79.6% 38.8% 14.3% 14.3%
② 担当技術者 81.3% 100.0% 81.3% 46.9% 9.4% 6.3%
③ 人材育成・教育 66.1% 44.1% 100.0% 45.8% 11.9% 16.9%
④ 導入コスト(ソフト・ハード) 52.8% 41.7% 75.0% 100.0% 19.4% 27.8%
⑤ 会社方針・制度 100.0% 42.9% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0%
⑥ その他 38.9% 11.1% 55.6% 55.6% 0.0% 100.0%

平均(%) 67.8% 38.6% 78.3% 57.4% 11.0% 13.1%

BIM/CIM導入・活用の課題【業務】

BIM/CIM導入・活用の内容【業務】

BIM/CIM導入・活用の効果【業務】

BIM/CIM導入・活用の課題【業務】

BIM/CIM導入・活用の内容【業務】

BIM/CIM導入・活用の効果【業務】

 

 
図-2.5 BIM/CIM試行業務アンケート集計結果
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① 契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築 9 8 1 3 9 1
② 属性情報の付与 8 36 0 19 31 5
③ BIM/CIMモデルによる数量、工事費、工期の算出 1 0 2 0 1 0
④ BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施 3 19 0 21 19 2
⑤ 施工段階でのBIM/CIMモデルの効果的な活用 9 31 1 19 33 5
⑥ その他 1 5 0 2 5 5

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲
① 測量・計測作業への利用 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0
② 施工条件の把握 1 10 5 4 5 2 5 10 8 3 5 3 4 2 3 6 3 0 0
③ 施工計画の立案 0 5 11 3 4 1 6 9 10 1 4 2 4 4 3 8 2 0 0
④ 鉄筋の干渉チェック 0 4 3 10 5 0 4 9 6 1 3 1 1 2 1 6 3 0 1
⑤ 周辺構造物等との取り合いの検討 1 5 4 5 11 1 7 11 9 2 5 3 3 3 1 7 2 0 1
⑥ 数量算出 1 2 1 0 1 3 2 2 2 1 1 1 1 0 0 2 2 0 0
⑦ 設計照査 1 5 6 4 7 2 13 13 11 2 5 4 3 3 1 8 4 0 0
⑧ 施工方法・施工手順の検討 1 10 9 9 11 2 13 30 25 5 9 4 6 5 4 14 6 0 1
⑨ 安全管理 1 8 10 6 9 2 11 25 27 4 9 4 7 5 4 14 5 0 1
⑩ 工程管理 1 3 1 1 2 1 2 5 4 6 2 2 2 0 1 1 2 0 0
⑪ 出来形管理 1 5 4 3 5 1 5 9 9 2 10 4 4 2 1 7 1 0 0
⑫ 監督・検査への利用 1 3 2 1 3 1 4 4 4 2 4 4 3 1 1 3 1 0 0
⑬ 受発注者間の打合せ・協議 1 4 4 1 3 1 3 6 7 2 4 3 8 3 2 5 2 0 0
⑭ 関係機関(発注者除く)との調整 0 2 4 2 3 0 3 5 5 0 2 1 3 6 0 4 0 0 0
⑮ 近隣住民への説明 0 3 3 1 1 0 1 4 4 1 1 1 2 0 5 3 2 0 0
⑯ 社内(協力会社含む)での打合せ協議 1 6 8 6 7 2 8 14 14 1 7 3 5 4 3 16 5 0 0
⑰ BIM/CIMモデル作成・活用の経験・人材育成 1 3 2 3 2 2 4 6 5 2 1 1 2 0 2 5 8 0 0
⑱ 事務処理の軽減(提出書類等) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
⑲ その他 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① BIM/CIMに関する知識・技術 22 13 20 14 4 5
② 担当技術者 13 22 16 19 4 8
③ 人材育成・教育 20 16 28 17 3 9
④ 導入コスト(ソフト・ハード) 14 19 17 23 5 8
⑤ 会社方針・制度 4 4 3 5 6 1
⑥ その他 5 8 9 8 1 13

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① 契約図書化に向けたBIM/CIMモデルの構築 100.0% 88.9% 11.1% 33.3% 100.0% 11.1%
② 属性情報の付与 22.2% 100.0% 0.0% 52.8% 86.1% 13.9%
③ BIM/CIMモデルによる数量、工事費、工期の算出 50.0% 0.0% 100.0% 0.0% 50.0% 0.0%
④ BIM/CIMモデルによる効率的な照査の実施 14.3% 90.5% 0.0% 100.0% 90.5% 9.5%
⑤ 施工段階でのBIM/CIMモデルの効果的な活用 27.3% 93.9% 3.0% 57.6% 100.0% 15.2%
⑥ その他 20.0% 100.0% 0.0% 40.0% 100.0% 100.0%

平均(%) 26.8% 74.7% 2.8% 36.7% 85.3% 9.9%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲
① 測量・計測作業への利用 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0%
② 施工条件の把握 10.0% 100.0% 50.0% 40.0% 50.0% 20.0% 50.0% 100.0% 80.0% 30.0% 50.0% 30.0% 40.0% 20.0% 30.0% 60.0% 30.0% 0.0% 0.0%
③ 施工計画の立案 0.0% 45.5% 100.0% 27.3% 36.4% 9.1% 54.5% 81.8% 90.9% 9.1% 36.4% 18.2% 36.4% 36.4% 27.3% 72.7% 18.2% 0.0% 0.0%
④ 鉄筋の干渉チェック 0.0% 40.0% 30.0% 100.0% 50.0% 0.0% 40.0% 90.0% 60.0% 10.0% 30.0% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 60.0% 30.0% 0.0% 10.0%
⑤ 周辺構造物等との取り合いの検討 9.1% 45.5% 36.4% 45.5% 100.0% 9.1% 63.6% 100.0% 81.8% 18.2% 45.5% 27.3% 27.3% 27.3% 9.1% 63.6% 18.2% 0.0% 9.1%
⑥ 数量算出 33.3% 66.7% 33.3% 0.0% 33.3% 100.0% 66.7% 66.7% 66.7% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0%
⑦ 設計照査 7.7% 38.5% 46.2% 30.8% 53.8% 15.4% 100.0% 100.0% 84.6% 15.4% 38.5% 30.8% 23.1% 23.1% 7.7% 61.5% 30.8% 0.0% 0.0%
⑧ 施工方法・施工手順の検討 3.3% 33.3% 30.0% 30.0% 36.7% 6.7% 43.3% 100.0% 83.3% 16.7% 30.0% 13.3% 20.0% 16.7% 13.3% 46.7% 20.0% 0.0% 3.3%
⑨ 安全管理 3.7% 29.6% 37.0% 22.2% 33.3% 7.4% 40.7% 92.6% 100.0% 14.8% 33.3% 14.8% 25.9% 18.5% 14.8% 51.9% 18.5% 0.0% 3.7%
⑩ 工程管理 16.7% 50.0% 16.7% 16.7% 33.3% 16.7% 33.3% 83.3% 66.7% 100.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 16.7% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0%
⑪ 出来形管理 10.0% 50.0% 40.0% 30.0% 50.0% 10.0% 50.0% 90.0% 90.0% 20.0% 100.0% 40.0% 40.0% 20.0% 10.0% 70.0% 10.0% 0.0% 0.0%
⑫ 監督・検査への利用 25.0% 75.0% 50.0% 25.0% 75.0% 25.0% 100.0% 100.0% 100.0% 50.0% 100.0% 100.0% 75.0% 25.0% 25.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%
⑬ 受発注者間の打合せ・協議 12.5% 50.0% 50.0% 12.5% 37.5% 12.5% 37.5% 75.0% 87.5% 25.0% 50.0% 37.5% 100.0% 37.5% 25.0% 62.5% 25.0% 0.0% 0.0%
⑭ 関係機関(発注者除く)との調整 0.0% 33.3% 66.7% 33.3% 50.0% 0.0% 50.0% 83.3% 83.3% 0.0% 33.3% 16.7% 50.0% 100.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%
⑮ 近隣住民への説明 0.0% 60.0% 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 20.0% 80.0% 80.0% 20.0% 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 100.0% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%
⑯ 社内(協力会社含む)での打合せ協議 6.3% 37.5% 50.0% 37.5% 43.8% 12.5% 50.0% 87.5% 87.5% 6.3% 43.8% 18.8% 31.3% 25.0% 18.8% 100.0% 31.3% 0.0% 0.0%
⑰ BIM/CIMモデル作成・活用の経験・人材育成 12.5% 37.5% 25.0% 37.5% 25.0% 25.0% 50.0% 75.0% 62.5% 25.0% 12.5% 12.5% 25.0% 0.0% 25.0% 62.5% 100.0% 0.0% 0.0%
⑱ 事務処理の軽減(提出書類等) 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
⑲ その他 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

平均(%) 8.3% 44.0% 34.5% 28.2% 46.0% 15.0% 47.2% 83.6% 78.0% 21.9% 38.3% 25.4% 33.9% 15.0% 12.9% 55.4% 27.6% 0.0% 1.5%

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① BIM/CIMに関する知識・技術 100.0% 59.1% 90.9% 63.6% 18.2% 22.7%
② 担当技術者 59.1% 100.0% 72.7% 86.4% 18.2% 36.4%
③ 人材育成・教育 71.4% 57.1% 100.0% 60.7% 10.7% 32.1%
④ 導入コスト(ソフト・ハード) 60.9% 82.6% 73.9% 100.0% 21.7% 34.8%
⑤ 会社方針・制度 66.7% 66.7% 50.0% 83.3% 100.0% 16.7%
⑥ その他 38.5% 61.5% 69.2% 61.5% 7.7% 100.0%

平均(%) 59.3% 65.4% 71.4% 71.1% 15.3% 28.5%

BIM/CIM導入・活用の課題【工事】

BIM/CIM導入・活用の内容【工事】

BIM/CIM導入・活用の効果【工事】

BIM/CIM導入・活用の課題【工事】

BIM/CIM導入・活用の内容【工事】

BIM/CIM導入・活用の効果【工事】

 

 
図-2.6 BIM/CIM試行工事アンケート集計結果
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2.4 BIM/CIM事例集ver.1/ver.2港湾編の作成 

 

(1)BIM/CIM事例集ver.1港湾編 

BIM/CIM活用アンケートについて，平成30年度から令和

元年度調査に回答のあった計20件，及び令和2年度調査の

うち，令和2年12月末時点でアンケート回答と「2.1 

BIM/CIMに関する資料の収集」に示す資料の収集が完了し

た1件の，合計21件を対象に，「BIM/CIM事例集ver.1港湾

編」10)(以降，「事例集ver.1」と言う．)を作成した．該

当のBIM/CIM試行業務/工事の事業情報，作成したモデル

の種類と使用したソフト，BIM/CIM導入の目的・活用内容，

効果，課題，及び作成したBIM/CIMモデルの概要について

記載したもので，内容についてはBIM/CIM活用アンケート

の回答をベースに，「2.1 BIM/CIMに関する資料の収集」

で示した資料で補足した． 

作成にあたってはBIM/CIMの導入内容によって案件を

分類することとし，具体的には，BIM/CIM活用アンケート

の調査項目「BIM/CIMの導入・活用内容」で選択された内

容をもとに案件の整理を行った．ここで，「BIM/CIMの導

入・活用内容」の選択肢のうち，「①契約図書化に向け

たBIM/CIMモデルの構築」及び「②属性情報の付与」につ

いては，BIM/CIMモデル作成時における基本的な項目であ

り，BIM/CIM導入内容による分類という趣旨に沿わないと

考えられることから，目次構成の分類から除外した．ま

た「⑥その他」については，「協議用資料として活用」，

「社内外でイメージ共有の効率化・迅速化」といった回

答が主であったため，目次構成としては「関係者間での

情報連携」として整理した．従って目次構成は図-2.7に

示すとおり，「関係者間での情報共有」，「CIMモデルに

よる数量・工事費・工期の算出」，「CIMモデルによる効

率的な照査の実施」，「施工段階でのCIMモデルの効率的

な活用」となる．また併せて構造形式についても記載し

た． 

作成した事例集ver.1については令和3年11月に国土交

通省港湾局ホームページで公表した．なお，事例集ver.1

においては「CIM」という表現が用いられているが，これ

は現在では「BIM/CIM」と呼称されている． 

 

(2)BIM/CIM事例集ver.2港湾編(案) 

事例集ver.1の改訂版として，「BIM/CIM事例集ver.2

港湾編(案)」(以降,「事例集ver.2(案)」と言う．)を作

成した．事例集ver.1と同様に，令和2年度及び令和3年度

のBIM/CIM活用アンケート調査に回答のあった案件の中

から，リクワイヤメント，及び構造形式を考慮して23事

例を抽出した．事例集ver.2(案)を付録Bに示す． 

 

図-2.7 BIM/CIM事例集ver.1港湾編の目次構成 

 

リクワイヤメントとは，業務/工事発注者から受注者に

対する要求事項を示し，平成30年度開始のBIM/CIM試行業

務及び令和元年度開始のBIM/CIM試行工事の実施方針と

して6項目を示している7)．6項目は「円滑な事業執行」，

「基準要領等の改定に向けた課題抽出」の2点を目的に設

定され，業務/工事の実施にあたっては6項目のうち原則3

項目以上の設定を必須としている．令和3年度までのリク

ワイヤメント，及び令和4年度のリクワイヤメントを図

-2.8に示す．またリクワイヤメントには含まれていない

が，BIM/CIM適用における参考資料とする目的に鑑み，維

持管理に関する案件についても抽出した． 

また構造形式については，令和2年度から令和3年度の

BIM/CIM活用アンケート調査において，十分な数の回答を

得られたことから，BIM/CIM適用に向けた参考資料とする

目的に鑑み，可能な限りリクワイヤメント毎に構造形式

を網羅できるよう，案件を抽出した． 

記載内容は該当のBIM/CIM試行業務/工事の事業情報，

作成したBIM/CIMモデルの概要のほか，リクワイヤメント，

BIM/CIM導入前に想定されていた課題，BIM/CIMの導入内

容と工夫点，BIM/CIM活用による効果を記載している． 
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(3)BIM/CIM事例集の今後について 

「2.3 BIM/CIM活用アンケート調査の結果分析」で示

したとおり，BIM/CIM適用の課題として教材や参考事例の

不足が挙げられていることから，今後もBIM/CIM事例集を

拡充していく必要があると考えられる．またその際の記

載内容については，その時々のBIM/CIM運用方針や課題等

を考慮し，適宜変更していく必要があると考えられる．

加えてBIM/CIM活用アンケートの設問方法についても，図

-2.5及び図-2.6に示した結果を参考に，内容の検討が必

要であると考えられる． 

3. BIM/CIMジェネリックオブジェクトの作成 

3.1 ジェネリックオブジェクトの概要 

「2. BIM/CIMの事例分析及び事例集作成」で示したと

おり，BIM/CIMの導入促進にあたっては，3次元モデル作

成の負担軽減やBIM/CIMに関する人材育成・教育が不可欠，

といった意見が挙げられている．吉田ら11)が建設コンサ

ルタントを対象に2019年に実施したアンケート結果から

も，同様の回答が得られている． 

3次元モデル作成の負担を軽減する対策の一つとして，

港湾工事で用いられる代表的な部材・付属品の3次元モデ

ルを作成し，誰でも利用可能なライブラリーとして整

備・公開することが考えられる．3次元モデルのライブラ

リーの整備・公開は，他の公共事業分野でも検討されて

おり，例えば，下水道事業においては，下水道設計・整

備において活用実績の多い部品の3次元モデルを，国土交

通省ホームページに公開している12)．概要と実際のモデ

ルを図-3.1に示す． 

 

図-2.8 リクワイヤメント 
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3次元モデルは，図-3.2に示すとおり，メーカー固有の

形状を持つ「メ―カーオブジェクト」と，メーカー固有

の形状によらない汎用的な形状を持つ「ジェネリックオ

ブジェクト」に大別される．さらに，「ジェネリックオ

ブジェクト」は，形状が固定された「標準部品」と，パ

ラメータ入力により形状が可変な「パラメトリックモデ

ル」に分類される． 

本研究では，どのようなメーカーの部材・付属品にも

対応できるように，ジェネリックオブジェクトのライブ

ラリーを作成した．まず標準部品のライブラリーを作成

した上で，作成した標準部品のライブラリーに関して建

設コンサルタントを対象にアンケート調査を行い，結果

に基づいて一部のパラメトリックモデルの試作を行った． 

 

図-3.2 3次元モデルの分類 

 
図-3.1 下水道特有の 3D 部品の例 12) 
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また，作成するジェネリックオブジェクトは，特定の

ソフトウェアメーカーのファイル形式ではなく，汎用性

の高い標準的なファイル形式である必要がある．このた

め，国土交通省が構造物のBIM/CIMモデルの納品形式とし

て指定する3)，IFC形式でジェネリックオブジェクトを作

成した． 

なお，IFC(Industry Foundation Classes)形式とは，

bSI (building SMART International)が策定した3次元

モデルデータ形式である．2013年にはISO 16739:2013と

して，国際標準として承認されている．その後2018年に

改定され，本資料発刊時点ではISO 16739:2018が最新で

ある．IFCは，当初は建築分野でのデータ交換を対象にし

ていたが，2013年にはbSI内にInfrastructure Roomが設

置され，土木分野を対象にした検討も進められている．

IFCは，オブジェクト指向の情報交換を目的としたデータ

形式であり，オブジェクト形状と属性情報を，別のソフ

トウェアでも正しく引継ぎ表示できる中間ファイルとし

て，PDFに近い使われ方が提唱されている13)． 

IFCのバージョンとして，2024年にはIFC4.3に切り替え

られる予定であるが，国内では引き続きIFC2×3が使用さ

れている．国土交通省においても，「BIM/CIMモデル等電

子納品要領(案)及び同解説」3)にてIFC2×3での納品を求

めていることから，本研究でもIFC2×3でジェネリックオ

ブジェクトを作成した． 

 

3.2 「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェ

クト事例」の作成 

 

ジェネリックオブジェクト(標準部品)は，「①既往業

務で設計済みの港湾施設の2次元図面から3次元モデルを

作成」，「②港湾工事における代表的な部材・付属品の

選定」，「③メーカー特定に繋がる部分の省略」の3工程

で作成した．作成したジェネリックオブジェクト(標準部

品)は，「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジ

ェクト事例」としてライブラリーの形式で整理した． 

 

(1)2次元図面から3次元モデルを作成 

ジェネリックオブジェクト(標準部品)の基となる2次

元図面の選定にあたっては，平成27年度から平成29年度

に実施された設計業務の資料を収集し，BIM/CIMモデルを

作成，納品する際に求められる属性情報やモデル詳細度

を考慮して，構造形式毎に決定するものとした． 

属性情報とは，構造物全体や構成部材等の諸元(部材等

の名称，寸法，物性，規格，数量等)，設計時の計算結果，

2次元図面，施工時の品質記録，維持管理時の点検記録，

補修履歴等を指し，これらは「3次元モデルに直接付与す

る属性情報」のように3次元モデルに直接付与される場合

と，「3次元モデルから外部参照する属性情報」のように

別ファイルを参照する場合の2つに分類される．3次元モ

デルに付与する属性情報の分類のイメージを図-3.3に示

す． 

 

 

図-3.3 属性情報の分類のイメージ 

 

モデル詳細度とは，BIM/CIMモデルをどこまで詳細に作

成するかを示したもので，100，200…500と5段階のレベ

ルを定義している14)．港湾分野におけるモデル詳細度の

例として，桟橋のモデル詳細度を表-3.1に示す4)．国土

交通省では，3次元モデル成果物に求める詳細度は300を

基本としている8)．これに基づき，ジェネリックオブジ

ェクト(標準部品)についても詳細度300にて作成するこ

ととした． 

構造形式については，港湾工事工種体系ツリー15)の工

事区分，及び港湾の施設の点検診断ガイドライン16)に掲

載の構造形式に基づいて，採用・整備実績が多く，汎用

性の高い施設(外郭施設，係留施設等)として，矢板式係

船岸，重力式係船岸，重力式防波堤，及び桟橋を作成す

ることとした． 

以上の要素を踏まえた上で，モデル作成にあたっては，

なるべく一般的で標準的な構造，形状，寸法であること

が望ましいことから，収集した案件の設計条件も考慮し，

構造形式毎に表-3.2に示す業務を採用した．このほか，

桟橋については「港湾構造物設計事例集」17)から引用し

た． 
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表-3.1 モデル詳細度 4) 

 

 

表-3.2 3次元モデル作成元の設計業務 
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図-3.4 千葉港千葉中央地区岸壁 

 

図-3.5 平良港漲水地区岸壁 

 

図-3.6 久慈港湾港地区防波堤(北堤)
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矢板式係船岸には，「千葉港千葉中央地区岸壁」を採

用した．該当の図面を図-3.4に示す．対象事例の控え杭

はH形鋼であるが，一般的に控え杭は鋼管杭であるため，

より汎用性が高くなるよう鋼管杭でモデルを作成した． 

重力式係船岸には，「平良港漲水地区岸壁」を採用し

た．該当の図面を図-3.5に示す．当該箇所は北西側がケ

ーソン式岸壁，南東側がケーソン式護岸となっている隅

角部であり，1つのモデルで岸壁と護岸の構造の違いを示

すことが可能である． 

重力式防波堤には，「久慈港湾港地区防波堤(北堤)」

を採用した．該当の図面を図-3.6に示す．一般的な構造

で汎用性があり，斜面型のケーソン防波堤は「港湾構造

物設計事例集」17)にも示されているものである． 

桟橋については「港湾構造物設計事例集」17)における

杭式横桟橋をベースに，不足している付属工や属性情報

等については，一般的な2次元図面を参考として作成した． 

選定した2次元図面からジェネリックオブジェクト(標

準部品)を作成するにあたっては，図面に記載されている

部材は漏れなくモデル化することとし，ケーソン，上部

工，被覆石，基礎捨石など，部材ごとに分けて作成した． 

 

(2)港湾工事における代表的な部材・付属品の選定 

3.2(1)で作成した3次元モデルについて，ライブラリー

に掲載する部材の選定にあたっては，部品作成の標準化

に向けたガイドラインである「BIM/CIM3D部品標準ガイド

ライン」18)を参考にした．これは日本建設情報総合セン

ターの「標準化への取り組み」活動内における小委員会

「CIM3D部品に関する標準化検討小委員会」(平成28年8

月～平成30年6月)の成果で，実務で使える3次元モデルを

作成する上で必要な事項について，標準化を行いガイド

ラインとして策定したものである．この中で3次元モデル

のパラメトリック化する際の分類を行っており，これを

作成した部材に適用した上で，将来的にパラメトリック

モデルとしても作成可能と考えられるものをライブラリ

ーに掲載する部品として選別した． 
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(3)メーカー特定部分の省略 

作成した部材毎の3次元モデルについて，メーカー特定

に繋がる部分の省略化を行った．該当する部材は表-3.3

に示す4点である． 

 

表-3.3 メーカー特定部分の省略を行った部材 

 

 

車止めについては，基本的な形状は基準等では示され

ていないため，H(高さ)×L(長さ)×幅(B)を基本寸法とし

て定義した．それ以外はメーカー品の外形を参考としつ

つ形状を整え，メーカー特定とならないようにした(図

-3.7)． 

 

 

図-3.7 車止め 

 

電気防食工については，電位差・電気量・耐用年数に

より決まっており，基本的な形状は基準等では示されて

いない．メーカー品の外形として一般的な四角錐台のア

ルミニウム合金で，上下2か所から心金が伸びた形状を参

考とした．この形状は「港湾鋼構造物防食・補修マニュ

アル(2009年版)」19)にも示されている流電陽極方式のア

ルミニウム合金陽極として一般的なものであり，メーカ

ー特定とはならないと考えられる(図-3.8)． 

 

 

図-3.8 電気防食工 

係船柱については，「港湾工事共通仕様書」20)に示さ

れており，基本的な形状寸法は当該形状を参考とした．

他部材との干渉がない上部先端などは曲線形状を省略化

している(図-3.9)． 

 

 

図-3.9 係船柱 

 

防舷材については，「港湾工事共通仕様書」20)に定め

るとおり，基本的な形状寸法をH(高さ)×L(長さ)とした．

その他の大まかな形状はメーカー品の外形を参考とし，

ゴムの空隙部分は記載しないなど，メーカー特定となら

ないように細部形状の調整を行った(図-3.10)． 

 

 

図-3.10 防舷材 
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(4)ライブラリーの作成 

3.2(1)及び(2)の過程を経て作成したジェネリックオ

ブジェクト(標準部品)は，「港湾分野におけるBIM/CIM

ジェネリックオブジェクト事例」としてライブラリー形 

式で整理した．「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリック

オブジェクト事例」の一覧を表-3.4に示す． 

「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェク

ト事例」では利便性向上のため，「各3次元モデルを個別

にダウンロードできること」，「IFC形式のままダウンロ

ードできること」，「属性情報を併せてダウンロードで

きること」の3点を念頭に置いた．具体的には，IFC形式

の3次元モデルとその属性情報を保存したエクセルファ

イルを，同一のフォルダに保存・圧縮した上で，ホーム

ページ上で個別にダウンロードできる形とした．作成し

た「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェクト

事例」(以降，「BIM/CIMライブラリー」と言う．)は，令

和4年11月に国土交通省港湾局ホームページにおいて公

開を開始した21)． 

3.3 BIM/CIMライブラリーに関するアンケート 

 

(1)アンケート調査の実施内容 

BIM/CIMライブラリーをさらに使いやすいものとする

ため，港湾施設の設計実務者の企業団体である(一社)港

湾空港技術コンサルタンツ協会に対して，アンケート調

査を実施した．本アンケート調査は，BIM/CIMライブラリ

ーを公開してから約10ヶ月経過後の，2023年9月下旬から

10月にかけて実施し，協会所属の18者より回答をいただ

いた． 

 

(2)アンケート結果 

結果を取りまとめたものを表-3.5に示す．なお本アン

ケート調査は複数回答可としていること，また，空欄で

の回答もあったことから，回答者数は18者であるが，回

答数の合計が18になるとは限らないことに注意が必要で

ある．図中の横棒グラフについては，回答者数の18を100%

とし，その選択肢の回答数を割合として示している．そ

のほか，各調査項目のコメント欄から特徴的なものを抜

粋し取りまとめ版に記入している． 

 

表-3.4 「港湾分野における BIM/CIM ジェネリックオブジェクト事例」の一覧 
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(3)アンケート結果の分析 

問3ではBIM/CIMライブラリーの利用状況について質問

している．BIM/CIMライブラリーは18者中6者で利用実績

があった． 

問4ではBIM/CIMライブラリーの利用目的について質問

している．回答は様々で，「①仕様の確認やテストのた

め」，「②時間短縮のため」，「③モデル作成の参考資

料として」のほか，教材に使用しているケースや設計イ

メージの共有のために使われているケースも見られた． 

問5ではBIM/CIMライブラリーが参考になったか否かを

質問している．「①参考になった」の回答数が多かった

が，「②参考にならない」の回答では，使用例を求める

意見や，メーカーのカタログ等を基に自作した方が自社

のノウハウを蓄積できる，といった意見が見られた． 

問6ではBIM/CIMライブラリーを利用しなかった理由を

質問している．①から⑤の選択肢があるが，コメント欄

の意見も含めて大別すると，(ⅰ)自作可能である，

(ⅱ)IFCファイルの変換が正しく行われず，オリジナルフ

ァイル形式の方が良い，という2つの意見が見られた．確

かに，加工・編集作業を行う上ではオリジナルファイル

形式の方が利便性は高いが，特定のソフトウェアメーカ

ーのファイル形式で提供することは公平性を欠くことに

なる．本課題は，作成したジェネリックオブジェクトの

課題と言うよりは，ファイル形式の互換性の課題と考え

られる． 

問7ではBIM/CIMライブラリーとして追加で作成して欲

しい部材について質問している．回答数としては「③付

属工」が最も多い．「⑥その他」のコメント欄も併せて

大別すると，(ⅰ)コンクリートブロックなど複数規格が

存在するものについて，その規格全てを網羅して欲しい，

(ⅱ)係船柱など曲面が多い部材を充実させて欲しい，

(ⅲ)重機，荷役機械，貨物船，被覆ブロックなど，施工

検討などで複数配置する必要がある部材を充実させて欲

しい，といった3つの意見が見られた． 

問8ではBIM/CIMライブラリーの今後の展開に期待する

ことを質問している．最も多かった回答が「①パラメト

リック化」で，18者中16者と9割を占める．その他，問7

で見られた複数規格への対応，複合モデルの要望，IFC

形式以外での提供を望む意見が寄せられた． 

問9ではBIM/CIMライブラリーのパラメトリック化につ

いて，実装された場合に利用するか否かを質問している．

問8に見られたように，パラメトリック化への要望は強く，

18者中17者がジェネリックオブジェクト(パラメトリッ

クモデル)を利用する，と回答している． 

問10ではBIM/CIMライブラリーのうち，優先的にパラメ

トリック化して欲しい部材を質問している．全体の傾向

として，付属工のパラメトリック化を要望する意見が多

く見られた． 

問11～12ではBIM/CIMライブラリーについて，部材毎に

参考になるか否かとその理由を質問している．付属工以

外の部材では，現場毎に大きさが異なるため，「参考に

ならない」という意見が多かった．一方，付属工につい

ては，規格で形状が定まっているケースもあり，形状変

更ができない標準部品でも設置イメージとして活用でき

るため，「参考になる」という意見も多かった． 

アンケート結果を総括すると，BIM/CIMライブラリーは，

仕様の確認やテスト，モデル作成の時間短縮，モデル作

成の参考資料，BIM/CIMの教材，設計イメージの共有など

を目的として，一定程度利用されていることが確認でき

た．一方で，形状が固定されたジェネリックオブジェク

ト(標準部品)のライブラリーであるため，付属工以外の

形状が現場ごとに異なる部材では使い勝手が悪い，とい

う意見が見られた．この課題に対しては，形状を変更で

きるジェネリックオブジェクト(パラメトリックモデル)

のライブラリーを作成・提供することが，有効な改善策

と考えられる．また，付属工については，標準的な規格

で形状が定まっているケースもあり，形状変更ができな

いジェネリックオブジェクト(標準部品)でも参考になる，

という意見も見られた．ただし，付属工に関しても，ジ

ェネリックオブジェクト(パラメトリックモデル)のライ

ブラリーが作成・提供されれば，さらに利便性が高まる

という意見が多かった．この他，曲面が多く作成に時間

を要する部材や，重機など施工検討で多数配置する必要

がある部品については，ジェネリックオブジェクトの需

要が高いことが分かった． 
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表-3.5 ジェネリックオブジェクトアンケート結果

計：18者

問1 主に使用しているソフトウェアを教えてください(複数可) 例
Civil3D，Navisworks，TREND-CORE，TREND-POINT，V-
nasClaur 等

① 納品用データとしてのみ利用している 15

② CADソフトを持たない発注者や関係者に対する閲覧用 6

③ CADソフトへ取り込み外形モデルとして活用 3

④ その他 3

① よく利用する 0

② 利用したことがある 6

③ 知ってはいるが利用したことはない 12

④ 知らなかった 0

① 仕様の確認やテストのため 2

② 時間短縮のため 3

③ モデル作成の参考資料として 4

④ その他 2

① 参考になる 5

② 参考にならない 1

① モデルの数が少ない 3

② 利用したいモデルが存在しない 4

③ IFCに対応できていない 2

④ .dwgなどのオリジナルファイル形式で欲しい 5

⑤ 自作可能である 9

① コンクリートブロック 5

② 鋼材 6

③ プレキャスト製品 8

④ 付属工 11

⑤ 特に無い 2

⑥ その他 8

① パラメトリックモデル 16

② 規格の拡充(付属工など) 12

③ 3次元モデルの作成例 8

④ IFC以外の形式での提供 11

⑤ その他 3

① 利用する 17

② 利用しない 2

問10
次頁1～34について、優先的に事例として公表してほしいパラメト
リックモデルはありますか？
1～34の番号でお答え下さい。(複数可)

例 1，2，3，5，33…等

問9
問8①のパラメトリックモデルが「港湾分野における～事例」と同様
に事例として国土交通省HPで公表された場合、利用しますか？
理由もあわせて右欄に記載をお願いします。

作業効率化が図られる/モデル作成時のトライ&エラーの一助にしたい/参考にしたい/初心者でも扱いやすい/3Dモデ
ル導入のきっかけにできる/人材育成に使用/汎用性が高い

手元にあるパラメトリックモデルより利便性が高ければ使用を考える/自作した方が早いモデルは使用しない

問8
ジェネリックオブジェクトの今後の展開に期待することを教えてく
ださい(複数可)

初心者には有効/使用頻度の高い部材/複合(完成形)モデルがほしい

複合(完成形)モデルがほしい/作成例として使用

fbx(アニメーション用)、dwg

検索機能の拡充/サムネイルがほしい/施工検討に使える重機等への展開/ファイル互換性

問7
ジェネリックオブジェクトとして拡充して欲しい部材はありますか
(複数可)

規格毎のモデルがほしい

係船柱

dwgやrfaなら使用を考える

重機/荷役機械//灯浮標/作業船/コンテナ船/RORO船/貨物船/ダイバー/消波ブロック/鋼材/被覆ブロック
施工検討に必要なモデル、形状が複雑なもの、規格が多数存在するもの

問5
問3で①、②を選択した方に質問します。
ジェネリックオブジェクトを使用した率直な感想を教えてください

付帯施設のモデル化方法の参考にした/(パラメトリック前提で)既存モデルがあることで時短可能

浚渫土量、基礎工数算出等に使用する程度なので部品は役に立たない/使用例がほしい/カタログ等を基に自作した方
がストックになる

問6
問3で③を選択した方に質問します。
ジェネリックオブジェクトを利用しなかった理由を教えてください
(複数可)

かかる手間が自作と大差ない/利用方法がわからない

ファイル変換が上手くいかない

オリジナルファイルがほしい/使い勝手が良い

間違いなく自作の方が早い/自社作成可

問4
問3で①、②を選択した方に質問します。
ジェネリックオブジェクトをどのように利用しましたか(複数可)

教材に使用/概略設計やイメージ共有用の資料に使用

問3
「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェクト事例」を利用
したことがありますか(複数可)

問2
IFCは現状、納品用の形式として使用されていると思いますが、それ
以外に活用されていますか(複数可)

ifcで取込みdwgで編集/現状使用していない/共通のソフトウェアがない場合のみ使用

港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェクト事例に関するアンケート
国交省HPでは、3次元モデル作成の手間や時間を削減することを目的として「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェクト事例」が公開されています(URL：https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr5_000084.html)。
港湾分野の生産性向上を図るにあたり、ジェネリックオブジェクトの現状の効果や今後の拡充の方向性について意見をお聞きしたく、今回アンケ―トを実施させていただきました。

・右に会社名を記載したうえで、以下の質問に回答をお願いいたします。

番号 ヒアリング内容 回答例 回答数 コメント
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表-3.5 ジェネリックオブジェクトアンケート結果

計：18者

参考に
なる

参考に
ならない

参考になる具体的な理由 参考にならない具体的な理由

1 桟橋 L型ブロック L：4.00m×B：5.90m×H：5.90mのL型ブロック 2 8 9 形状の参考にはなる(汎用性は低い) 形状変更できない/施設毎に形状が異なる

2 桟橋 上部工 L：10.0m×B：2.0m(上端900mm)×H：2.50mの無筋コンクリート 3 4 13 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

3 桟橋 逆T型ブロック L：4.00m×B：7.10m×H：5.90mの逆T型ブロック 2 7 10 形状の参考にはなる(汎用性は低い) 形状変更できない/施設毎に形状が異なる

4 桟橋 鋼管杭 Φ1.50m×t：(0.015m＋0.019m)×L：39.7m(28.70m＋11.00m)の鋼管杭 5 7 10 形状の参考にはなる(汎用性は低い)
作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/単体ではなく組み立てら
れたモデルなら使用する

5 桟橋 桟橋上部工 L：25.00m×B：20.00m×H：2.20mの桟橋上部工 3 7 10
形状変更できない/施設毎に形状が異なる/単体ではなく組み立てられたモデルな
ら使用する

6 桟橋 渡版 L：25.00m×B：3.70m×H：0.2mの渡版(分割未反映) 2 4 12 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

7 重力式係船岸 上部コンクリート工 L：14.65m×B：6.50m×H：1.465mの無筋コンクリート 2 4 12 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

8 重力式係船岸 防砂シート L：14.65m×B：24.40m×t：0.01mの防砂シート 2 4 12 形状変更できない/施設毎に形状が異なる

9 重力式係船岸 本体工(ケーソン) L：14.15m×B：6.50m(※フーチング込み8.50m)×H：12.10mのケーソン 4 6 11 形状の参考にはなる(汎用性は低い) 形状変更できない/施設毎に形状が/パラメトリックモデルなら使う

10 重力式係船岸 目地板 L：12.98m×B：1.0m×t：0.01mのゴム製目地材 1 5 12 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

11 矢板式係船岸 コーピングコンクリート L：10.00m×B：1.40m×H：1.30mの鉄筋コンクリート 1 6 10 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

12 矢板式係船岸 タイロッド 高引張力鋼45、φ0.06m×L：21.70mのタイロッド 3 9 7 形状変更できない/複数規格ほしい/施設毎に形状が異なる

13 矢板式係船岸 鋼管杭1 φ：0.40m×t：0.009m×L：15.50mの鋼管杭 1 5 12 形状の参考にはなる(汎用性は低い) 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

14 矢板式係船岸 鋼管杭2 φ：0.40m×t：0.009m×L：21.00mの鋼管杭 1 4 13 形状の参考にはなる(汎用性は低い) 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

15 矢板式係船岸 鋼管矢板1 φ：0.914m×t：0.013m×L：25.30mの鋼管矢板 4 6 11 形状の参考にはなる(汎用性は低い)/使用頻度が多い
作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/パラメトリックモデルな
ら使う

16 矢板式係船岸 鋼管矢板2 φ：0.914m×t：0.013m×L：25.80mの鋼管矢板 2 5 12 形状の参考にはなる(汎用性は低い)
作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/パラメトリックモデルな
ら使う

17 矢板式係船岸 上部コンクリート工 L：10.00m×B：1.90m×H：2.50mの鉄筋コンクリート 1 5 12 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

18 矢板式係船岸 腹起し(溝形鋼) H：0.20m×B：0.09m×t1：0.008m×t2：0.0014m×L：10.00mの溝形鋼 2 6 11 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/編集可能な部分が少ない

19 矢板式係船岸 防砂シート L：60.80m×B：20.60m×t：0.01mの防砂シート 1 4 13 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/編集可能な部分が少ない

20 重力式防波堤 上部コンクリート工 L：30.00m×B：12.50×H：4.60mのパラペット付の無筋コンクリート 0 6 11
作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/単体ではなく組み立てら
れたモデルなら使用する

21 重力式防波堤 本体工(ケーソン) L：30.00m×B：12.50m(※フーチング込み14.50m)×H：19.20mのケーソン 4 5 12
作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/単体ではなく組み立てら
れたモデルなら使用する

22 重力式防波堤 根固ブロック L：5.00m×B：2.50m×H：2.20mの根固ブロック 3 6 10 港湾基準記載のモデル一式があれば使用する 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる/対象が限られる

23 重力式防波堤 洗堀防止マット L：30.00m×B：12.00mの洗堀防止マット 1 4 12 作成が容易/形状変更できない/施設毎に形状が異なる

24 重力式防波堤 被覆ブロック L：2.50m×B：2.40m×H：1.00mの被覆ブロック 3 7 10 形状の参考にはなる(汎用性は低い)/予備、基本設計段階で使用する 作成が容易/形状変更できない/メーカーオブジェクトの方が良い

25 重力式防波堤 摩擦増大マット L：30.00m×B：19.10m×t：0.08mの摩擦増大マット 2 4 13 作成が容易/形状変更できない

26 付属工 車止め1 L：2.00m×B：0.15m×H：0.15mの高剛性プラスチック樹脂製の車止め 6 14 3 詳細が求められず活用しやすい/設置イメージとして使用/局面部分が参考になる 複数規格ほしい

27 付属工 車止め2 L：3.20m×B：0.18m×H：0.22mの連続設置型の車止め 5 14 3
詳細が求められず活用しやすい/設置イメージとして使用/エンドカバー等もモデ
ル化してほしい

複数規格ほしい

28 付属工 電気防食工 50年×3.5A、L：1.45m×B：0.30m(0.255m)×H：0.28mの電気防食工 8 12 5 詳細が求められず活用しやすい/設置イメージとして使用/形状が複雑 形状変更できない/複数規格ほしい/設計業務では細部まで再現しなくて良い

29 付属工 係船曲柱1 設計けん引力：350kNの、国交省港湾局型の係船曲柱 9 15 3 局面が作成困難/設置イメージとして使用/形状が複雑 複数規格ほしい

30 付属工 係船曲柱2 設計けん引力：700kNの、国交省港湾局型の係船曲柱 8 15 3 局面が作成困難/設置イメージとして使用/形状が複雑 複数規格ほしい

31 付属工 係船曲柱3 設計けん引力：1,000kNの、国交省港湾局型の係船曲柱 8 15 3 局面が作成困難/設置イメージとして使用/形状が複雑 複数規格ほしい

32 付属工 防舷材1 H：0.60m×L：2.20m(接岸面2.50m)の防舷材 8 12 5 設置イメージとして使用/メーカーが特定されないモデルとして参考になる
形状変更できない/複数規格ほしい/メーカーオブジェクトの方が良い/設計業務
では細部まで再現しなくて良い

33 付属工 防舷材2 H：0.80m×L：2.00m(接岸面2.40m)の架台が付属した防舷材 7 12 5 設置イメージとして使用/メーカーが特定されないモデルとして参考になる
形状変更できない/複数規格ほしい/メーカーオブジェクトの方が良い/設計業務
では細部まで再現しなくて良い

34 付属工 防舷材3 H：1.00m×L：1.30m(接岸面1.70m)の防舷材 7 12 5 設置イメージとして使用/メーカーが特定されないモデルとして参考になる
形状変更できない/複数規格ほしい/メーカーオブジェクトの方が良い/設計業務
では細部まで再現しなくて良い

港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェクト事例に関するアンケート

・「港湾分野におけるBIM/CIMジェネリックオブジェクト事例」を参照したうえで、以下の問11～問12の質問に回答をお願いします。

番号 施設 部品名 概要 問10

問11 問12
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3.4 ジェネリックオブジェクト(パラメトリックモデル)

の作成手法の提案及び試行 

 

(1)ジェネリックオブジェクト(パラメトリックモデル)

の概要 

「3.3 ジェネリックオブジェクトに関するアンケー

ト」で示したとおり，形状が固定されたジェネリックオ

ブジェクト(標準部品)から形状が変更可能なジェネリッ

クオブジェクト(パラメトリックモデル)へ，ライブラリ

ーを充実化させることが重要である． 

しかし，パラメトリックモデルは，標準部品のように

単一のIFCファイルで提供することはできず，形状が変更

できるような工夫が必要である．また，形状を規定する

パラメータを操作してジェネリックオブジェクトを作成

することは，専用の3次元設計ソフトウェアを使用すれば

可能であるが，専用の3次元設計ソフトウェアを誰もが利

用できる状況には至っていない． 

専用の3次元設計ソフトウェアを使用しないで，IFC形

式でパラメトリックモデルを作成する手法は，港湾以外

の他分野において，先行的な研究が進められている．例

えば，三木ら22)は空調設備の部材を対象に，また，山﨑

23)は下水道管渠を対象に，それぞれIFC形式でパラメトリ

ックモデルを作成する手法を提案している． 

本節では，港湾工事で用いられる代表的な部材・付属

品を対象に，専用の3次元設計ソフトウェアを使用するこ

となく，IFC形式のパラメトリックモデルを作成する手法

を提案する． 

(2)標準部品のIFCファイルの内容確認 

IFC形式のパラメトリックモデルの作成手法を検討す

るため，はじめに，標準部品のIFCファイルの内容確認を

行った． 

IFC2×3のファイル構成の例として，車止めのソースコー

ドを付録Cに示す．ファイル構成は大きく①ヘッダー部分，

②プロパティ部分，③座標点部分の3つに分割できる． 

①ヘッダー部分にはファイルの作成日時や作成者，IFC

のバージョン，作成元のファイルパス等がコメント形式

で記載されている．この部分は記載内容を変更しても3

次元モデルの形状に影響はない． 

②プロパティ部分には3次元モデルの長さや体積の単

位等が設定されている．この部分も記載を変更すること

による3次元モデルの形状への影響はない． 

③座標点部分には3次元モデルの形状に関する構成が

記載されている．IFCファイル全体の各行に番号が割り振

られており，特に③座標点部分では他の行で設定した内

容を行番号で引用する形が多い．主に設定が必要な項目

は下記のとおりである． 

 IFCCARTESIANPOINT 
…x,y,zで座標を指定している．負の値も設定可能． 

 IFCPOLYLOOP 
…IFCCARTESIANPOINT同士を結んで辺を作る． 

 IFCFACEOUTERBOUND，IFCFACE 

…IFCPOLYLOOPで結ばれた辺の内側を面として設定す

る．なお曲面を設定することはできず，曲面を表現す

る場合は細かく座標を設定し，辺，面を多数用いる必

要がある． 

 IFCCLOSEDSHELL 
…IFCFACEで設定した面を結んで立体を作る．多数の立

体を組み合わせて表現する必要がある複雑な構造の3

次元モデルの場合は，この項目が複数存在する． 

 IFCRELCONTAINEDINSPATIALSTRUCTURE 
…IFCCLOSEDSHELLで設定した立体を取りまとめて3次

元モデルとする． 

従ってIFC形式の3次元モデルをパラメトリック化するた

めには，IFCCARTESIANPOINTで設定しているx,y,z座標を

コントロールすることが求められる．なお，IFCのバージ

ョンによってファイルの内部構成は異なることが考えら

れ，上記ファイル構成はIFC2×3のみにしか適用できない

可能性もある． 
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(3)パラメトリックモデルの作成手法の提案及び試行 

3.4(2)に記載のとおり，IFC形式の標準部品の形状は，

3次元モデルを構成する多面体の頂点の座標 (IFC 

CARTESIAN POINT)を操作することで変更できることが分

かった．したがって，部材・付属品の形状を規定する主

要なパラメータを抽出し，これらのパラメータを入力値

として，対応する多面体の頂点の座標(IFC CARTESIAN 

POINT)を変更することにより，パラメトリックモデルを

作成することが可能である． 

本研究では，多面体の頂点の座標を変更して，IFC形式

のパラメトリックモデルを作成するプログラムを，

Microsoft ExcelのVBA(Visual Basic for Applications)

で実装した．VBAを選択した理由は，専用の3次元設計ソ

フトウェアよりも汎用性が高く，一般的な事務処理用PC

でも実行可能であること，そして，グラフィカル・ユー

ザー・インターフェイスを利用可能なため，BIM/CIMの経

験が少ない人でも利用しやすいことの2点である． 

また，本体工(ケ―ソン)及び付属工(車止め)の2つの工

種について，提案する作成手法によりパラメトリックモ

デルを試作した．本体工(ケ―ソン)は，港湾工事の代表

的な工種の一つであり，また，付属工(車止め)は，アン

ケート調査結果でパラメトリック化の要望が多かった部

材の一つである．なお，変形にあたって操作が必要な行

番号は部材によって異なるため，コントロール用のエク

セルVBAは部材毎に作成している．エクセル画面で該当の

セルに数値を入力し，「実行」をクリックすることでVBA

が動作し，形状変更された3次元モデルが別ファイルとし

て指定のフォルダに出力される仕組みとなっている．ま

た，構造上，無理な数値を入力するとエラー画面を出力

する機能を付帯している． 

a) 本体工(ケ―ソン)のパラメトリックモデル 

本体工(ケーソン)については，表-3.4に示すジェネリ

ックオブジェクト(標準部品)のうち，「9 重力式係船

岸 本体工(ケーソン)」を基に作成した．図-3.11にコ

ントロール用エクセルVBA画面を示す．入力する数値は，

フーチングの高さ(CS1)と幅(CS2)，ハンチの長さ(CS3)，

ケーソンの高さ(CS4)，蓋コンの厚み(CS5)，長さ(PL1)，

幅(PL2)とハンチの長さ(PL3)，及び蓋コンと外郭の間

隔(PL4)と蓋コン同士の間隔(PL5)で，単位は全てメー

トルで入力する．図-3.12にエクセルVBA実行前後の3

次元モデルを示す．入力した数値に応じて各辺が伸縮

する．例として高さ方向に拡大した3次元モデルを作成

した． 

b) 付属工(車止め)のパラメトリックモデル 

車止めについては，表-3.4に示すジェネリックオブジ

ェクト(標準部品)のうち，「26 付属工 車止め1」を基

に作成した．図-3.13にコントロール用エクセルVBA画

面を示す．入力する数値は幅(B)，長さ(L)，高さ(H)

で，単位は全てメートルで入力する．図-3.14にエクセ

ルVBA実行前後の3次元モデルを示す．元の形状を維持

しつつ，入力した数値に応じて幅，長さ，高さ方向そ

れぞれに伸縮する．幅，長さ，高さを合わせることで，

別規格の形状をある程度再現できる． 

先述のとおり，コントロール用のエクセルVBAは部材毎

に作成する必要があるため，数値入力用の画面に元の寸

法や解説用の図を記載し，数値入力にあたってのわかり

やすさを向上させることができた．プログラムは一度作

成してしまえば3次元モデルの形状を自由に変更でき，3

次元モデル作成の負担を大きく軽減できると期待される．

一方で，部材毎に入力すべきパラメータ(例えば本体工

(ケーソン)では蓋コンやフーチング，ケーソン本体の高

さ，車止めでは長さ，幅，高さなど)が異なり，IFCファ

イルの多面体の頂点座標を効率的に変更するパラメータ

の抽出・実装が今後の課題と考えられる．またパラメト

リックモデルより標準部品の方が使い勝手が良いケース

も考えられ，例えば規格が数種類程度の付属工であれば，

規格を網羅するように標準部品を整備した方が使い勝手

が良いということも想定される．標準部品とパラメトリ

ックモデルの仕分け方についても今後の課題と考えられ

る． 
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図-3.11 本体工(ケーソン)コントロール画面 

 

 
図-3.12 本体工(ケーソン)のパラメトリック化 

 

 

図-3.13 車止めコントロール画面 

 

 
図-3.14 車止めのパラメトリック化 
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4. おわりに 

4.1 主要な結論 

(1)BIM/CIMの事例分析及び事例集作成 

港湾分野におけるBIM/CIMの導入状況を把握するため，

平成30年度から令和3年度に実施されたBIM/CIM試行業務

/工事を対象に，特記仕様書やBIM/CIM実施計画書及び報

告書等の資料収集を行った． 

そして，BIM/CIMの導入効果や今後の検討課題を把握す

るため，BIM/CIM試行業務/工事の受注者へアンケート調

査を実施した．アンケート調査の結果，BIM/CIMに関する

知識や教材，参考事例の不足が現状の課題であることが

明らかになった． 

さらに，港湾分野におけるBIM/CIMの知見を共有するた

め，資料収集したBIM/CIM試行業務/工事の概要，導入効

果，課題等を取りまとめて事例集(ver.1及びver.2)を作

成した． 

 

(2)BIM/CIMジェネリックオブジェクトの作成 

3次元モデルの作成に要する負担を軽減するため，港湾

工事で用いられる代表的な部材・付属品の3次元モデルを

作成し，誰でも利用可能なライブラリーとして整備・公

開した．本研究では，メーカー固有の形状によらない汎

用的な形状を持つ3次元モデルの「ジェネリックオブジェ

クト」のうち，形状が固定された標準部品のライブラリ

ーを作成した． 

そして，港湾施設の設計業務を行っている企業団体に

対し，ジェネリックオブジェクトに関するアンケート調

査を実施した．アンケート調査の結果，仕様の確認やテ

スト，モデル作成の時間短縮，モデル作成の参考資料，

BIM/CIMの教材，設計イメージの共有などを目的として，

一定程度利用されていることが確認できた．一方で，形

状が固定されたジェネリックオブジェクト(標準部品)の

ライブラリーであるため，付属工以外の形状が現場ごと

に異なる部材では使い勝手が悪い，という意見が見られ

た． 

さらに，アンケート調査の結果，標準部品からパラメ

トリックモデルへライブラリーを充実化させる要望が高

かったことから，専用の3次元設計ソフトウェアを使用せ

ず，IFC形式のパラメトリックモデルを作成する手法を提

案した．また，提案した作成手法を用いて，本体工(ケー

ソン)及び付属工(車止め)のパラメトリックモデルを試

行・試作した． 

4.2 今後の課題 

 

BIM/CIM活用アンケートの結果からBIM/CIMに関する知

識や教材，参考事例の不足といった課題が挙げられてお

り，今後もBIM/CIM事例集を拡充していく必要があると考

えられる．またその際の記載内容については，その時々

のBIM/CIM運用方針や課題等を考慮し，適宜変更していく

必要があると考えられる． 

また，BIM/CIMライブラリーについては，エクセルVBA

を用いたパラメトリック化の可能性を示すことができた．

今後は，部材毎に入力すべきパラメータが異なるので，

IFCファイルの多面体の頂点座標を効率的に変更するパ

ラメータの抽出・実装の検討が必要である． 
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付録C 車止めのソースコード 

 

ISO-10303-21; 

HEADER; 

 

/****************************************************************************************** 

* STEP Physical File produced by: The EXPRESS Data Manager Version 5.02.0110.07 : 20 Jan 2016 

* Module:                         EDMstepFileFactory/EDMstandAlone 

* Creation date:                  Thu Sep 14 18:22:25 2023 

* Host:                           DRS100855152 

* Database:                       C:\Users\J70738\AppData\Local\Temp\ACAIFCTMP/EDM19748\aec_ifc_db 

* Database version:               5507 

* Database creation date:         Thu Sep 14 16:04:07 2023 

* Schema:                         IFC2X3 

* Model:                          DataRepository.AecIfc 

* Model creation date:            Thu Sep 14 18:22:24 2023 

* Header model:                   DataRepository.AecIfc_Header 

* Header model creation date:     Thu Sep 14 18:22:24 2023 

* EDMuser:                        sdai-user 

* EDMgroup:                       sdai-group 

* License ID and type:            5649 : Permanent license. Expiry date:  

* EDMstepFileFactory options:     020000 

******************************************************************************************/ 

FILE_DESCRIPTION(('ViewDefinition [CoordinationView_V2.0, FMHandOverAddonView, 

ConceptDesignBIM_2010]','ExchangeRequirement[Architecture]','Option 

[ExcludedObjects: , , , , , , , , , , , , , , , , , , , ,]'),'2;1'); 

FILE_NAME($,'2023-09-14T18:22:25',('J70738'),('',''),'The EXPRESS Data Manager Version 5.02.0110.07 : 20 Jan 

2016','Autodesk Civil 3D 2023 - \X2\65E5672C8A9E\X0\ (Japanese) Build 13.5.131.0',''); 

FILE_SCHEMA(('IFC2X3')); 

ENDSEC; 

 

DATA; 

#1= 

IFCPROJECT('24Ci13paMMGqPLf7pfOAgL',#41,'\X2\8ECA6B623081\X0\ 1',$,$,'\X2\8ECA6B623081\X0\ 1',$,(#7),#20); 

#7= IFCGEOMETRICREPRESENTATIONCONTEXT($,'Model',3,2.54E-8,#18,$); 

#10= IFCCARTESIANPOINT((0.,0.,0.)); 

#14= IFCDIRECTION((1.,0.,0.)); 

#16= IFCDIRECTION((0.,0.,1.)); 

#18= IFCAXIS2PLACEMENT3D(#10,#16,#14); 

#20= IFCUNITASSIGNMENT((#22,#23,#24,#25,#29,#30)); 

#22= IFCSIUNIT(*,.LENGTHUNIT.,$,.METRE.); 

#23= IFCSIUNIT(*,.AREAUNIT.,$,.SQUARE_METRE.); 

#24= IFCSIUNIT(*,.VOLUMEUNIT.,$,.CUBIC_METRE.); 

#25= IFCCONVERSIONBASEDUNIT(#26,.PLANEANGLEUNIT.,'degree',#27); 

#26= IFCDIMENSIONALEXPONENTS(0,0,0,0,0,0,0); 
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#27= IFCMEASUREWITHUNIT(IFCREAL(0.0174532925199433),#28); 

#28= IFCSIUNIT(*,.PLANEANGLEUNIT.,$,.RADIAN.); 

#29= IFCSIUNIT(*,.TIMEUNIT.,$,.SECOND.); 

#30= IFCSIUNIT(*,.MASSUNIT.,$,.GRAM.); 

#31= IFCORGANIZATION('','','',$,$); 

#35= IFCPERSON('','','',$,$,$,$,$); 

#37= IFCPERSONANDORGANIZATION(#35,#31,$); 

#40= IFCAPPLICATION(#31,'13.5.131.0','Autodesk Civil 3D 2023 - \X2\65E5672C8A9E\X0\ (Japanese)','6100'); 

#41= IFCOWNERHISTORY(#37,#40,$,.NOCHANGE.,$,$,$,1694683345); 

#42= IFCPROPERTYSET('3ut0JGu0L4je73a2y6jkfA',#41,'ADT_Pset_DISPLAY_SET',$,(#47,#51)); 

#47= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('ACA_DISPLAY_CONFIG_ON_EXPORT',$,IFCLABEL('Standard'),$); 

#51= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('ACA_DISPLAY_SET_ON_EXPORT',$,IFCLABEL('\X2\30E230C730EB\X0\'),$); 

#52= IFCRELDEFINESBYPROPERTIES('2IiRGj5oP9FQ0lTedKK$gN',#41,$,$,(#1),#42); 

#56= IFCBUILDING('3EHOGobaDLHgHywM2gbKF0',#41,'\X2\8ECA6B623081\X0\ 1',$,$,#65,$,$,.ELEMENT.,0.,0.,$); 

#61= IFCRELAGGREGATES('34dLR4OHvDov6u_VktytzY',#41,$,$,#1,(#56)); 

#65= IFCLOCALPLACEMENT($,#70); 

#68= IFCCARTESIANPOINT((0.,0.,0.)); 

#70= IFCAXIS2PLACEMENT3D(#68,$,$); 

#76= 

IFCPROPERTYSET('07$pWY$in7DAAz6pb$KSOc',#41,'Pset_BuildingCommon',$,(#78,#79,#80,#81,#82,#83,#84,#85,#86,#

87,#88)); 

#78= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('BuildingID',$,$,$); 

#79= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('IsPermanentID',$,IFCBOOLEAN(.F.),$); 

#80= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('MainFireUse',$,$,$); 

#81= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('AncillaryFireUse',$,$,$); 

#82= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('SprinklerProtection',$,IFCBOOLEAN(.F.),$); 

#83= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('SprinklerProtectionAutomatic',$,IFCBOOLEAN(.F.),$); 

#84= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('OccupancyType',$,$,$); 

#85= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('GrossPlannedArea',$,IFCAREAMEASURE(0.),$); 

#86= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('NumberOfStoreys',$,IFCINTEGER(0),$); 

#87= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('YearOfConstruction',$,$,$); 

#88= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('IsLandmarked',$,IFCLOGICAL(.F.),$); 

#89= IFCRELDEFINESBYPROPERTIES('2BO26WWOL1F9OlbDaQBN_R',#41,$,$,(#56),#76); 

#93= 

IFCPROPERTYSET('1u3CeJfSD6mu6aAyp1Yv26',#41,'Pset_BuildingUse',$,(#95,#96,#97,#98,#99,#100,#101,#102)); 

#95= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('MarketCategory',$,$,$); 

#96= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('MarketSubCategory',$,$,$); 

#97= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('PlanningControlStatus',$,$,$); 

#98= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('NarrativeText',$,$,$); 

#99= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('VacancyRateInCategoryNow',$,IFCPOSITIVERATIOMEASURE(0.),$); 

#100= IFCPROPERTYBOUNDEDVALUE('RentalRatesInCategoryNow',$,$,$,$); 

#101= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('VacancyRateInCategoryFuture',$,IFCPOSITIVERATIOMEASURE(0.),$); 

#102= IFCPROPERTYBOUNDEDVALUE('RentalRatesInCategoryFuture',$,$,$,$); 

#103= IFCRELDEFINESBYPROPERTIES('1hFGqtavvAKxszUM8wzJ7L',#41,$,$,(#56),#93); 

#106= IFCPROPERTYSET('3S60hVPCfDghjhs7EPOUF2',#41,'Pset_BuildingUseAdjacent',$,(#108,#109,#110,#111)); 
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#108= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('MarketCategory',$,$,$); 

#109= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('MarketSubCategory',$,$,$); 

#110= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('PlanningControlStatus',$,$,$); 

#111= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('NarrativeText',$,$,$); 

#112= IFCRELDEFINESBYPROPERTIES('3vCBkpJRr4t90P7bSyvCG3',#41,$,$,(#56),#106); 

#115= 

IFCPROPERTYSET('0TL6hloeL3q8ZKPmA6Z6f7',#41,'Pset_BuildingWaterStorage',$,(#117,#118,#119,#120,#121)); 

#117= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('WaterStorageRatePerPerson',$,IFCVOLUMEMEASURE(0.),$); 

#118= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('OneDayPotableWater',$,IFCVOLUMEMEASURE(0.),$); 

#119= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('OneDayEssentialWater',$,IFCVOLUMEMEASURE(0.),$); 

#120= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('OneDayCoolingTowerMakeupWater',$,IFCVOLUMEMEASURE(0.),$); 

#121= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('OneDayProcessOrProductionWater',$,IFCVOLUMEMEASURE(0.),$); 

#122= IFCRELDEFINESBYPROPERTIES('0Tw_MEG$bC$uXzjb8HZYl_',#41,$,$,(#56),#115); 

#125= IFCPROPERTYSET('25EYXklRX6X8eVCMvWT4fz',#41,'ePset_BuildingEnergyTarget',$,(#127,#128)); 

#127= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('BuildingEnergyTargetUnits',$,$,$); 

#128= IFCPROPERTYSINGLEVALUE('BuildingEnergyTargetValue',$,IFCREAL(0.),$); 

#129= IFCRELDEFINESBYPROPERTIES('0Tlw14WBr20A7Zs7_KCwtq',#41,$,$,(#56),#125); 

#132= IFCBUILDINGELEMENTPROXY('2MHbMaVEbWgW0000000IFr',#41,$,$,$,#149,#155,$,$); 

#145= IFCRELCONTAINEDINSPATIALSTRUCTURE('0N3xQ_1VH98wSz4U5aKDgp',#41,$,$,(#132),#56); 

#149= IFCLOCALPLACEMENT(#65,#153); 

#151= IFCCARTESIANPOINT((0.,0.,0.)); 

#153= IFCAXIS2PLACEMENT3D(#151,$,$); 

#155= IFCPRODUCTDEFINITIONSHAPE($,$,(#157)); 

#157= IFCSHAPEREPRESENTATION(#331,'Body','Brep',(#321)); 

#163= IFCFACE((#173)); 

#165= IFCCARTESIANPOINT((0.,0.,0.)); 

#167= IFCCARTESIANPOINT((0.,0.1499999999999997,0.)); 

#169= IFCCARTESIANPOINT((2.000000000000001,0.1499999999999997,-9.2148511043888E-18)); 

#171= IFCCARTESIANPOINT((2.000000000000001,0.,0.)); 

#173= IFCFACEOUTERBOUND(#174,.T.); 

#174= IFCPOLYLOOP((#165,#167,#169,#171)); 

#176= IFCFACE((#186)); 

#178= IFCCARTESIANPOINT((1.9,0.03338882699999712,0.1499999999999998)); 

#180= IFCCARTESIANPOINT((1.900000000000001,0.1166111729999999,0.1500000000000004)); 

#182= IFCCARTESIANPOINT((0.100000000000001,0.1166111729999941,0.1499999999999998)); 

#184= IFCCARTESIANPOINT((0.100000000000001,0.03338882699999757,0.1499999999999998)); 

#186= IFCFACEOUTERBOUND(#187,.T.); 

#187= IFCPOLYLOOP((#178,#180,#182,#184)); 

#189= IFCFACE((#195)); 

#191= IFCCARTESIANPOINT((2.220446049250313E-16,0.003333333215980172,0.04999999999999998)); 

#193= IFCCARTESIANPOINT((2.220446049250313E-16,0.1466666667840237,0.04999999999999998)); 

#195= IFCFACEOUTERBOUND(#196,.T.); 

#196= IFCPOLYLOOP((#165,#191,#193,#167)); 

#198= IFCFACE((#214)); 

#200= IFCCARTESIANPOINT((0.0164846105572245,0.007000108676919359,0.1050016338504725)); 
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#202= IFCCARTESIANPOINT((0.004209763169001901,0.005247294169750782,0.07870941531729955)); 

#204= IFCCARTESIANPOINT((2.000000000000001,0.00333333321597995,0.05)); 

#206= IFCCARTESIANPOINT((1.995790236830999,0.00524729416975056,0.07870941531729952)); 

#208= IFCCARTESIANPOINT((1.983515389442777,0.007000108676919137,0.1050016338504724)); 

#210= IFCCARTESIANPOINT((1.964208941844134,0.008444198058398911,0.126662975335273)); 

#212= IFCCARTESIANPOINT((0.03579105815586692,0.008444198058398911,0.1266629753352729)); 

#214= IFCFACEOUTERBOUND(#215,.T.); 

#215= IFCPOLYLOOP((#200,#202,#191,#165,#171,#204,#206,#208,#210,#212)); 

#217= IFCFACE((#223)); 

#219= IFCCARTESIANPOINT((1.933404197110852,0.01744474780612637,0.1442558063943164)); 

#221= IFCCARTESIANPOINT((0.0665958028891489,0.01744474780612681,0.1442558063943162)); 

#223= IFCFACEOUTERBOUND(#224,.T.); 

#224= IFCPOLYLOOP((#219,#221,#212,#210)); 

#226= IFCFACE((#228)); 

#228= IFCFACEOUTERBOUND(#229,.T.); 

#229= IFCPOLYLOOP((#221,#219,#178,#184)); 

#231= IFCFACE((#237)); 

#233= IFCCARTESIANPOINT((1.933404197110848,0.1325552521938702,0.1442558063943176)); 

#235= IFCCARTESIANPOINT((0.06659580288915223,0.1325552521938704,0.1442558063943175)); 

#237= IFCFACEOUTERBOUND(#238,.T.); 

#238= IFCPOLYLOOP((#233,#235,#182,#180)); 

#240= IFCFACE((#246)); 

#242= IFCCARTESIANPOINT((1.964208941844129,0.141555801941611,0.1266629753352776)); 

#244= IFCCARTESIANPOINT((0.03579105815587247,0.141555801941611,0.1266629753352775)); 

#246= IFCFACEOUTERBOUND(#247,.T.); 

#247= IFCPOLYLOOP((#235,#233,#242,#244)); 

#249= IFCFACE((#261)); 

#251= IFCCARTESIANPOINT((2.000000000000001,0.1466666667840233,0.05)); 

#253= IFCCARTESIANPOINT((0.004209763169002567,0.1447527058302553,0.07870941531730183)); 

#255= IFCCARTESIANPOINT((0.01648461055722694,0.1429998913230888,0.1050016338504764)); 

#257= IFCCARTESIANPOINT((1.983515389442774,0.1429998913230883,0.1050016338504763)); 

#259= IFCCARTESIANPOINT((1.995790236830999,0.1447527058302549,0.07870941531730177)); 

#261= IFCFACEOUTERBOUND(#262,.T.); 

#262= IFCPOLYLOOP((#251,#169,#167,#193,#253,#255,#244,#242,#257,#259)); 

#264= IFCFACE((#266)); 

#266= IFCFACEOUTERBOUND(#267,.T.); 

#267= IFCPOLYLOOP((#221,#184,#182,#235)); 

#269= IFCFACE((#271)); 

#271= IFCFACEOUTERBOUND(#272,.T.); 

#272= IFCPOLYLOOP((#253,#193,#191,#202)); 

#274= IFCFACE((#276)); 

#276= IFCFACEOUTERBOUND(#277,.T.); 

#277= IFCPOLYLOOP((#200,#255,#253,#202)); 

#279= IFCFACE((#281)); 

#281= IFCFACEOUTERBOUND(#282,.T.); 
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#282= IFCPOLYLOOP((#212,#221,#235,#244)); 

#284= IFCFACE((#286)); 

#286= IFCFACEOUTERBOUND(#287,.T.); 

#287= IFCPOLYLOOP((#200,#212,#244,#255)); 

#289= IFCFACE((#291)); 

#291= IFCFACEOUTERBOUND(#292,.T.); 

#292= IFCPOLYLOOP((#233,#180,#178,#219)); 

#294= IFCFACE((#296)); 

#296= IFCFACEOUTERBOUND(#297,.T.); 

#297= IFCPOLYLOOP((#233,#219,#210,#242)); 

#299= IFCFACE((#301)); 

#301= IFCFACEOUTERBOUND(#302,.T.); 

#302= IFCPOLYLOOP((#208,#206,#259,#257)); 

#304= IFCFACE((#306)); 

#306= IFCFACEOUTERBOUND(#307,.T.); 

#307= IFCPOLYLOOP((#257,#242,#210,#208)); 

#309= IFCFACE((#311)); 

#311= IFCFACEOUTERBOUND(#312,.T.); 

#312= IFCPOLYLOOP((#251,#259,#206,#204)); 

#314= IFCFACE((#316)); 

#316= IFCFACEOUTERBOUND(#317,.T.); 

#317= IFCPOLYLOOP((#171,#169,#251,#204)); 

#319= 

IFCCLOSEDSHELL((#163,#176,#189,#198,#217,#226,#231,#240,#249,#264,#269,#274,#279,#284,#289,#294,#299,#304,

#309,#314)); 

#321= IFCFACETEDBREP(#319); 

#322= IFCPRESENTATIONSTYLEASSIGNMENT((#324)); 

#324= IFCSURFACESTYLE($,.POSITIVE.,(#326)); 

#325= IFCCOLOURRGB($,0.8,0.8,0.8); 

#326= IFCSURFACESTYLESHADING(#325); 

#328= IFCSTYLEDITEM(#321,(#322),$); 

#331= IFCGEOMETRICREPRESENTATIONSUBCONTEXT('Body','Model',*,*,*,*,#7,$,.MODEL_VIEW.,$); 

#334= IFCPRESENTATIONLAYERWITHSTYLE('\X2\8ECA6B62\X0\','',(#157),$,.T.,.F.,.F.,(#339)); 

#338= IFCCOLOURRGB($,0.8,0.8,0.8); 

#339= IFCCURVESTYLE($,$,$,#338); 

ENDSEC; 

 

END-ISO-10303-21; 
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